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令和５年度 北海道LFP キックオフセミナー

7月10日（月）
株式会社北海道二十一世紀総合研究所

令和3年度のLFP事業の成果報告

～加工用タマネギ「ゆめせんか」を用いた商品開発プロジェクト～
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本日ご報告すること

・令和3年度北海道LFPで取り組んできたこと

・その後の活動経過と成果
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令和3年度「ゆめせんか」プロジェクトで取り組んだこと（取組概要）

令和５年度 地域食農連携プロジェクト（LFP） 

特徴①（生産）：新規導入促進等を通じた農家の

所得向上に期待！

②（加工）：加熱加工向け、ソテーが「黒くな

い！」

③（販売）：今までにない新しい特産品の目玉に！

使うのは加工専用玉ねぎ「ゆめせんか」

ゆめせんかの普及により解決が期待される

社会的課題

・加工分野における輸入たまねぎシェアの国産

代替が促される

・増加する加工品需要の獲得により農業生産

者の安定的収入の 確保が期待できる

・輸送及び製造・調理工程における食品ロス

やエネルギー消費量の削減につながる

プロジェクトメンバー

名称 役割

音更町
農業協同組合

ゆめせんかの生産

㈱アミノアップ
たまねぎ（ゆめせんか）の栽培指導、
仕入

和弘食品㈱
一次加工、試作品の基礎仕様の設
定、エビデンス取得

㈱北海道
バイオインダストリー

試作開発、販路開拓

㈱ウィン
試作開発（ブランドコンセプト構
築）、プロモーション資材制作

フード特区機構 業務全体に係るアドバイス

㈱北海道二十一
世紀総合研究所

事業管理・マーケティング、試作開
発

創るのはソテーベースの「調味料」

「簡単！本格！時短！生ゴミ削減！」

北海道LFP「UMAMI産業の育成」

に基づき、玉ねぎを用いた調味料の開

発に取り組む。
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令和3年度「ゆめせんか」プロジェクトで取り組んだこと（取組概要）

開発した商品「万能玉葱万能調味料」
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令和3年度「ゆめせんか」プロジェクトで取り組んだこと（取組概要）

開発した「ゆめせんか」プロモーション用チラシ
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6令和３年度 地域食農連携プロジェクト（LFP） 6

令和3年度「ゆめせんか」プロジェクトで取り組んだこと（取組概要）

食に関する専門誌「コロンブス」令和4年2月号で開発した万能調味料が取り上げられる



7令和３年度 地域食農連携プロジェクト（LFP） 7

◇放送日時：2023年2月20日（月）16：59～17：25

◇放送局：テレビ北海道
◇番組名：5時ナビ TVh道新ニュース

令和4年2月20日（月）16:59からのテレビ北海道の道内ニュースにおいて、「ゆめ
せんか玉葱普及協議会」の設立について紹介

令和3年度「ゆめせんか」プロジェクトで取り組んだこと（取組概要）
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その後の活動経過と成果

●ゆめせんか玉葱普及協議会を設置しプレーヤーの拡大と活動の継続を図る

2月3日 十勝毎日新聞社

（協議会設置目的）
ゆめせんか玉葱を活用したビジネスの推進や道内たまねぎ生産者の所得の安定・向上に係る

取組を安定的に持続する ※協議機会は令和5年1月20日に設置

（会員）
正会員：㈱アミノアップ、ＪＡおとふけ、㈱北海道バイオインダストリー
賛助会員：北海道内食品加工事業者、青果卸等４社
オブザーバー会員：（地独）北海道立総合研究機構
事務局：㈱北海道二十一世紀総合研究所

※正会員から会費を集めて協議会を運営
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その後の活動経過と成果

●取組の成果
成果１：ゆめせんか玉葱を活用した商品開発等が進む

・賛助会員が「ゆめせんか」を使ったドレッシングを商品化し、
道内で販売活動を開始。

・北海道十勝を拠点とするパン屋（満寿屋商店）で「ゆめせん
か」を使ったパンを販売。

・大手量販店であるトライアルの中食用素材（コロッケ）として
「ゆめせんか加工品（ペースト）」の提供が開始。など

成果２：ゆめせんか玉葱の栽培面積が徐々に拡大

・当初はJAおとふけにて、0.3ha（6t）程度の圃場で「ゆめせんか」を生産して
いたが、LFPの事業を通じて需要が拡大。令和4年は0.6ha（12t）、令和５年
は1.2ha(25t)と着実に生産規模が拡大。

・令和7年度は2ha（120t）ほどを目標に設定。

・本協議会の会員が5類、29類、30類、32類で「ゆめせんか」を
文字で商標登録し、本協議会が商標管理を実施
・協議会のメンバーに限定して利用を許諾

十勝毎日新聞(わがJA自慢の逸品
ゆめせんかドレッシング記事


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

